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危険信号発見!!

　災害が増える季節がやってきました。近年では毎年のように「これまでに経験
したことのないような大雨」が、全国各地にに甚大な被害をもたらし、多くの被
災者を出しています。
　災害が起こりやすいこの時期、大切なのは、事前に備えておくことです。危険
信号を知り、気を付けておく、避難場所を確認し、いざというときにすぐに動け
るようにしておくなど、自分や家族、大事な人たちを守る備えをしておきましょう。

早めの行動が

身を守る第一
歩!!

6月は、土砂災害防止月間！

梅雨到来 !!梅雨到来 !!

危険信号を早めにキャッチ！
　「熊本県防災情報メールサービス」に登録すると、最新の
気象情報、避難情報などが即時に送信されます。このサー
ビスに登録すると、次のような情報が送信され、災害時の
避難の備えとして役立ちます。

■提供している情報
　気象注意報・警報・土砂災害警戒情報・地震情報・　火
山情報・避難勧告情報・危機管理情報　など

■登録申し込み
　「entry@anshin.pref.kumamoto.jp」宛に空メールを送る
と、登録用 URL がメールで届きます。その URL にアクセスし、
設定すると登録が完了します。
※インターネットからの受信を拒否に設定していると登録

メールが届きません。
※メール 受 信・拒 否 設 定をしている人は「bousaimail@

anshin.pref.kumamoto.jp」の受信設定をしてください。

　　　　　　　←こちらからも登録できます！
　　　　　　　　（QR コードを読み取ってください）

■問い合わせ　熊本県 危機管理防災課
☎０９６（３３３）２１１８

　支援物資に頼るのではなく、自助（自分の身は自分で守る）を基本に、日頃から非常時の持ち出し
品をリュックなどの持ちやすい状態で準備しておきましょう。一人３日分以上の食料その他を備えておく
ようにお願いします。
　災害時の避難には次のような品々が必要です。

各家庭ですぐに動ける準備！

□非常持ち出し袋
両手がふさがらないよ
うなバッグに、あらかじ
め持ち出し品を入れて
おく。

□飲料水
一人１日３リットルを
目安に。

□食料
保存可能で、火を通さず
に食べられるもの。

□携帯ラジオ
なるべく小型で軽いも
の。予備の電池も。

□応急医療品
ばんそうこう、包帯、薬
など。

□衣類・雨具・
　帽子（ヘルメット）
けが防止のため、夏でも
長袖長ズボンを。落下物
から頭を守るためのヘ
ルメットも。

□タオル・下着
タオルは清潔なものを
複数枚。

□ライター
火が付くか、確認を。

□ろうそく
太くて安定感のあるも
のを。

□懐中電灯
なるべく一人に１つ用
意。予備の電池も忘れず
に。

□軍手
がれきなどを除去する
ほかに、手の保温にも効
果有り。

□多機能ナイフ
ナイフや缶切りなど、さ
まざまな用途がコンパ
クトになっていて便利。

□ポケットティッシュ
用途はいろいろ。

□トイレットペーパー
芯を抜いてつぶしてお
くとかさばらなくてよ
い。

□貴重品・現金（小銭）
預金通帳、印鑑、健康保
険証のコピーなど。すぐ
に取り出せるよう、保管
場所を決めておく。

□生活必需品
メガネ、補聴器、コンタ
クトレンズ（洗浄液も）、
生理用品など、各自の必
需品を。

山地災害防止キャンペーン実施中!!

非常時の持ち出し品
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と
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育
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残
り
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澄
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安
武
く
に
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南
小
国
町
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

南
小
国
町
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
は
、
認
知
症
の
症
状

等
に
よ
り
、
外
出
後
に
自
宅
に
戻
っ
て
ら
来
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
方

の
情
報
を
事
前
に
役
場
へ
登
録
し
、
警
察
署
と
情
報
を
共
有
し
て
お
く
事
で
、

万
が
一
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に
、
通
常
よ
り
早
く
捜
索
や
情
報
提
供
を

行
え
る
た
め
、
早
期
発
見
に
繋
が
る
事
業
で
す
。
事
業
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
福
祉
課 

☎（
４
２
）１
１
１
７ 

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

登録後の流れ（行方がわからなくなった場合）

登録したご家族

登
録
し
た
時
点
で

警
察
署
へ
情
報
を

提
供

①まずは警察署　
（46-2110）へ連絡

④告知放送にて情報発信　

⑤消防団に捜索の協力要請

③登録情報の
確認　　

②福祉課
　へ連絡

小国警察署

南小国町役場
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４８９回市（５月９日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 287（本売）
10～13㎝ 575（本売） 532（本売） 451（本売）
14～16㎝ 18,400 16,400 10,000
18～22㎝ 15,000 13,700 10,500
24～28㎝ 15,200 13,300 11,500
30㎝上 15,700 13,900 11,000

3ｍ

4～9㎝ 145（本売）
10～13㎝ 273（本売）
14～16㎝ 19,000 16,800 10,400
18～22㎝ 19,200 17,000 7,500
24～28㎝ 14,200 8,000
30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 17,800 11,000
18～22㎝ 21,000 17,900 12,900
24～28㎝
30～38㎝

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 518.956 5,799,491 11,175
桧 17.98 218,179 12,135
杉、桧 41.925 394,632 9,413

計 579 6,412,302 11,077

　4 月 27 日に献立のメニューとして子どもた
ちの前に並んだたけのこごはんは、南小国町
で採れたたけのこを利用したものです。
　子どもたちは、「お汁もじゃこあえもおいし
かったけど、たけのこごはんが一番おいしかっ
た！」と笑顔で感想を教えてくれました。

きよらっこメニュー

　３年ぶりに押戸石感謝祭が開催されました。
当日は天気も良く、多くの来場者がいらっしゃ
いました。マゼノミステリーロードの入り口に
は「くまモン出没？！」という看板が立てられ
ており、12 時にはくまモンが登場し、会場を
盛り上げてくれました。

　５月 10 日から６月 30 日は山地災害防止キャンペーン期間です。
　山地災害による被害防止のための啓発活動として、阿蘇地域振興局及
び南小国町役場職員が現地調査とチラシの配布を行いました。梅雨時期
に備え、避難所の確認や、山地災害が起こりそうな場所の確認を行い、
自分や家族の身を守る備えをお願いします。

押戸石感謝祭開催

山地災害防止キャンペーン
現地調査・チラシ配布

５月４日（水）

５月17日（火）

４月27日（水）
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５
月
15
日（
日
）に
令
和
４
年
度
小
国
高

等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
体
育
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
３
年
ぶ
り

の
有
観
客
で
の
終
日
開
催
と
な
り
、
生
徒

の
気
合
い
も
一
段
と
高
い
状
態
で
日
々
の

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
連
日
の
雨
で

外
で
の
練
習
が
で
き
な
い
中
、「
新
時
代

～
魅
せ
ろ
我
ら
の
心
・
技
・
体
～
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
団
リ
ー
ダ
ー
や
生
徒
会
執
行

部
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
年
か
ら
新
た
に
追
加
さ
れ

た
競
技
も
あ
り
、
部
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活

動
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
各
部
活
動
や
サ
ー

ク
ル
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
活
動
で
使
っ
て

い
る
も
の
を
バ
ト
ン
に

し
て
一
生
懸
命
走
る
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
１
０
０
周

年
と
い
う
節
目
の
年
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
会

執
行
部
だ
け
で
な
く
全

学
年
の
生
徒
が
自
由
表

現
を
は
じ
め
、
体
育
大

会
を
自
分
達
で
創
り
上

げ
る
と
い
う
責
任
を
持
っ

て
取
り
組
み
、
１
，
２
年
生
に
小
国
高
校

の
伝
統
を
引
き
継
い
で
く
れ
ま
し
た
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
生
徒
た
ち
の
熱

意
と
笑
顔
で
充
実
し
た
、
思
い
出
に
残
る

一
日
に
な
り
ま
し
た
。
体
育
大
会
の
模
様

は
小
国
高

校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

　

４
月
28
日（
木
）に
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
書
面
で

の
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年

度
は
対
面
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
保
護
者

と
学
校
・
保
護
者
と
保
護
者
が
直
接
話
を

す
る
こ
と
で
、
相
互
に
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
先
立
ち
授
業
参

観
を
実
施
し
ま
し
た
。
保
護
者
に
授
業
を

観
て
も
ら
う
こ
と
に
対
し
て
、
嬉
し
さ
や

恥
ず
か
し
さ
を
表
現
す
る
子
供
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
の
学
校

で
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
に
は
、
保
護
者

も
交
え
た
授
業
を
実
施
し
、
子
供
た
ち
と

共
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
学
部
も
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
後
に
は
、「
地
震

発
生
に
伴
い
授
業
を
中
止
し
、
保
護
者
に

子
供
を
迎
え
に
来
て
も
ら
う
こ
と
」
を
想

定
し
た
引
渡
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。
大

地
震
が
発
生
し
た
時
に
備
え
て
、
保
護
者

の
方
と
共
に
引
渡
の
手
順
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

　

４
月
27
日
、本
年
度
最
初
の
授
業
参
観
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
昨

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
を
鑑
み
、
書
面
開
催
と
し
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
今
年
度
は
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
が
楽
し
い
学
校
を
み
ん
な
で

創
る
」
た
め
に
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

協
力
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
中
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
実
施
で
き

た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
は
、
予
断
を

許
し
ま
せ
ん
。
今
年
度
も
「
感
染
予
防
に

努
め
な
が
ら
、
生
徒
の
学
び
を
最
大
限
保

障
す
る
」
こ
と
を
原
則
に
対
応
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
今
後
も
何
卒
、
南
中
の
取
組

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
授
業
参
観
で
は
、

生
徒
の
学
び
の
様
子
も
参
観
い
た
だ
き
ま

し
た
。
入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
も
、
少

し
ず
つ
中
学
校
の
生
活
に
慣
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
１
年
生
で
は
、
道
徳
の
授
業
を
公

開
し
ま
し
た
。「
朝
一
の
『
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
』」
と
い
う
教
材
文
を
も
と
に
、

あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
で
し

た
。
あ
い
さ
つ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
第
一
歩
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
、
よ

り
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
は
大
切
な
能
力
で
す
。

　
「
あ
い
さ
つ
は
、
な
ぜ
大
切
な
の
か
」

参
観
さ
れ
て
い
た
保
護
者
に
も
意
見
を
求

め
な
が
ら
、
楽
し
く
一
生
懸
命
考
え
る
授

業
で
し
た
。

　

南
中
生
の
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
が

地
域
や
家
庭
、学
校
で
飛
び
交
う
こ
と
で
、

地
域
や
家
庭
に
も
元
気
を
与
え
る
南
中
を

共
に
創
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

（
文
責
）
校
長　

上
田
武
満

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

保
険
加
入
に
つ
い
て

　

雨
滴
が
新
芽
を
覆
い
、
時
折
射
す
日
光

に
照
ら
さ
れ
て
キ
ラ
キ
ラ
光
り
輝
く
季

節
。

　

今
年
度
１
１
０
名
の
方
に
お
申
込
み
い

た
だ
き
、
各
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
及
び
事
務

局
一
同
、大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
申
込

み
い
た
だ
い
た
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
支
え
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
は
大
小
様
々

な
ケ
ガ
が
つ
き
も
の
で
す
。
わ
く
わ
く
ク

ラ
ブ
で
は
、
活
動
中
の
事
故
・
ケ
ガ
等
を

補
償
す
る
た
め
に『
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
』

に
加
入
し
ま
す
。
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
加
入

時
に
加
入
申
請
書
と
一
緒
に
保
険
加
入
料

金
８
０
０
円
を
事
務
局
に
提
出
い
た
だ
く

の
で
す
が
、
手
続
き
を
お
忘
れ
に
な
っ
た

ま
ま
、
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
の
情

報
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
万
一
、
活
動
中
に
負
傷
等

を
負
っ
た
場
合
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
加
入
手
続
き
を
さ
れ
た
う
え
で

活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
度
加
入
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
と
、
追
加
で
別
の
ク
ラ
ブ
に
加
入
す

る
場
合
の
保
険
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
に
安
全
に
ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
の
保
険
で
す
。
金
銭
面

で
の
負
担
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

何
卒
ご
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

新
規
・
追
加
加
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し

く
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
た
い
と
お
考
え
の

方
も
随
時
ご
相
談
下
さ
い
。
い
つ
で
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
教
育
委
員
会
事
務
局

☎（
４
２
）０
０
４
７

南
小
国
町
教
育
委
員
会
　
き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信
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年
度
当
初
、
南
小
国
中
学

校
で
全
生
徒
に
人
権
に
関
す
る

話
を
私
が
、
南
小
国
町
教
育
委

員
会
に
来
て
か
ら
、
ず
っ
と
続

け
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
今
年
を
含
め

３
年
連
続
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
通
じ
て
の
講
話
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
真
実

を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
を
大
切

に
」
で
す
。
４
月
25
日
に
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
職
員
の
方
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

放
映
を
４
月
28
日
か
ら
５
月
４

日
ま
で
、
１
日
２
回
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
話
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
生
徒
た
ち
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
の
で
ご
想
像
下

さ
い
。

　
　
　
　
３
年
　
井
　
祇
鳳
　

　

私
は
、
今
回
の
倉
岡
先
生
の

「
真
実
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と

を
大
切
に
」
の
話
を
聞
い
て
、

考
え
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
あ
い
さ
つ
に

関
し
て
で
す
。
南
小
国
町
は
、

地
域
と
の
繋
が
り
も
強
く
、
た

く
さ
ん
の
人
が
声
を
か
け
て
下

さ
る
素
敵
な
町
で
す
。
倉
岡
先

生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
あ

い
さ
つ
は
、
人
と
人
と
を
繋
ぐ

こ
と
が
で
き
る
自
分
に
と
っ
て

一
番
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

だ
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
こ
れ

か
ら
も
、
素
敵
な
南
小
国
町
を

誇
り
に
思
い
、
ど
ん
な
時
で
も

明
る
く
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
が
で

き
る
人
に
な
る
よ
う
に
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
。二
つ
目
は
、

今
も
身
近
に
あ
る
人
権
問
題
で

す
。
小
学
校
の
頃
か
ら
習
い
続

け
て
き
た
人
権
に
つ
い
て
、
正

し
い
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
伝

え
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
れ
ほ

ど
大
切
な
こ
と
な
の
か
、
現
在

も
感
染
者
が
出
て
い
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
も
自
分
に
と
っ
て
身

近
な
こ
と
で
す
。
関
係
な
い
と

思
う
の
で
は
な
く
、「
人
権
」

周
り
も
自
分
も
大
切
と
い
う
こ

と
を
意
識
し
て
、
後
一
年
の
中

学
校
生
活
を
周
り
の
支
え
に
感

謝
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
繋

が
り
、
も
っ
と
自
分
が
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
講

話
を
聞
い
て
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
３
年
　
平
野
　
新
奈
　

　

今
回
の
倉
岡
先
生
の
講
話
を

お
聞
し
て
、
改
め
て
挨
拶
の
重

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
今
ま
で

私
は
正
直
、
挨
拶
を
受
動
的

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
重
要
性
を
感
じ
た
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
は
、「
あ
か
る

く
、
い
つ
で
も
、
さ
わ
や
か
に
、

つ
き
る
こ
と
な
く
」
挨
拶
を
し

て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
に
変

わ
り
ま
し
た
。
倉
岡
先
生
は
毎

朝
、
寒
い
日
も
雨
の
日
も
校
門

の
前
で
挨
拶
運
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
の
で
、
私
も
先
生
の

よ
う
な
挨
拶
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
他
に
も
正
し
く

知
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
や
水
俣
病

患
者
さ
ん
へ
の
差
別
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
へ
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
の
人

権
問
題
は
、「
自
分
は
、
な
り

た
く
な
い
」
と
い
う
不
安
か
ら

起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
正
し
い
こ
と
を

知
っ
て
い
れ
ば
、
不
安
も
な
く

相
手
を
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
も
な
い
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
本
当
の
こ
と
を

知
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
よ
く
知
ら

な
い
こ
と
を
デ
マ
と
し
て
流
し

た
り
、
嘘
の
情
報
に
流
さ
れ
た

り
し
な
い
よ
う
に
、
自
分
自
身

気
を
つ
け
て
い
き
、
自
分
の
大

切
さ
と
と
も
に
他
の
人
の
大
切

さ
を
認
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
３
年
　
井
野
　
唯
　

　

今
回
の
倉
岡
先
生
の
講
話
を

聞
い
て
、
事
実
の
大
切
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
人

が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

自
分
と
は
違
う
し
同
じ
時
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
全

く
同
じ
は
な
い
と
思
う
の
で
、

相
手
の
大
切
な
も
の
を
理
解
で

き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
自
分
は
よ
く
「
～
じ
ゃ

な
か
っ
た
か
な
」
な
ど
と
あ
い

ま
い
な
伝
え
方
を
し
て
し
ま
う

の
で
、
み
ん
な
に
本
当
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
事

実
を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、昨
年
度
は
、

先
生
や
友
だ
ち
に
は
、
だ
い
ぶ

ん
挨
拶
を
心
が
け
た
け
ど
、
地

域
の
人
に
は
、
あ
ま
り
挨
拶
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
度

は
、
地
域
の
人
に
も
た
く
さ
ん

挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

218

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
真
実
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　
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新
刊
図
書
紹
介

　

５
月
は
、
町
の
図
書
室
に
17
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
彼
女
が
最
後
に
見
た
も
の
は

②
い
つ
か
死
ぬ
、
そ
れ
ま
で
生
き
る 

わ
た
し
の
お
経

③
フ
ラ
イ
，
ダ
デ
ィ
，
フ
ラ
イ

④
夜
が
明
け
た
ら
、
い
ち
ば
ん
に
君
に
会
い
に
い
く

⑤
同
志
少
女
よ
、
敵
を
撃
て

⑥
密
室
黄
金
時
代
の
殺
人　

雪
の
館
と
六
つ
の
ト
リ
ッ
ク

⑦
20
週
俳
句
入
門

⑧
ゾ
ロ
リ
ク
エ
ス
ト　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ぼ
う
け
ん
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

⑨
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ　

き
ょ
う
ふ
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン

⑩
盾
の
勇
者
の
成
り
上
が
り
10

⑪
フ
ァ
ー
ブ
ル
（
世
界
の
伝
記 

コ
ミ
ッ
ク
版
16
）

⑫
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ゲ
ー
ム

⑬
剣
持
麗
子
の
ワ
ン
ナ
イ
ト
推
理

⑭
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
２
―
２

　

扉
子
と
空
白
の
時

⑮
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
２
―
３

　

扉
子
と
虚
ろ
な
夢

⑯
池
上
彰
の
世
界
の
見
方　

東
欧
・
旧
ソ
連
の
国
々

　

ロ
シ
ア
に
服
属
す
る
か
、
敵
と
な
る
か

⑰
か
み
は
こ
ん
な
に
く
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
け
ど

「野の花講話」を実施しました！

　「南小国の身近な草花ポケット図鑑」が完成し、南小国の児童生徒に図鑑を紹介し、
配布する際、野の花により関心を持ってもらうために、図鑑を監修された藤崎清高先生
にご講話をお願いしました。
　藤崎先生は、自作のプレゼンテ－ションを使い、花の美しさや花の名前の由来、絶滅
危惧種の話など、分かりやすくお話をされました。
　子どもたちは、真剣にお話を聞きながら、時にはポケット図鑑を開きながら藤崎先生
のお話に耳を傾けていました。
　その後、藤崎先生のお話についての質問や感想の時間をとりましたが、たくさんの質
問や感想に藤崎先生も笑顔を交えながら答えていただきました。小中学生共に出てきた
質問は、「絶滅危惧種」の問題で、原因の一つが人による乱獲であることを知り、いつ
までも南小国町が、自然豊かで、野の花あふれる郷であるために何をすべきかを強く感
じていたようでした。「野の花講話」を通して、南小国町の魅力を更に感じさせられる場
面となりました。
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成
人
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

歯
を
失
う
最
大
の
要
因
は
、
痛
み
も

な
く
知
ら
ぬ
間
に
進
行
す
る「
歯
周
病
」

で
す
。
歯
の
健
康
は
、
心
臓
病
や
糖
尿

病
、
肺
炎
、
認
知
症
な
ど
に
影
響
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
糖
尿
病
は
、
歯
周
病
菌
に
よ
っ

て
症
状
が
悪
化
し
ま
す
が
、
最
近
の
研

究
で
歯
周
病
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
で

糖
尿
病
の
症
状
が
改
善
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
な
ど
の
原

因
と
な
る
「
歯
周
病
」
の
、
早
期
発
見

と
早
期
治
療
が
と
て
も
大
切
で
す
。
こ

の
機
会
に
歯
科
検
診
を
受
診
し
、
お
口

の
ケ
ア
か
ら
健
康
づ
く
り
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
実
施
期
間

　

翌
年
２
月
28
日（
火
）ま
で

■
対
象
者

下
記
の
年
齢（
生
年
月
日
）に
該
当
さ

れ
る
方

■
持
参
品

送
付
し
た
受
診
票
（
水
色
）、
健
康

保
険
証
、
義
歯
な
ど

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
へ
送
付

し
た
通
知
文
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
ご
確
認
の
う
え
、
ご
受
診
下

さ
い
。

み
な
さ
ん
の
歯
を
守
る
た
め
の
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
は
今
、
ご
自
分
の
歯
が
何
本

あ
る
か
ご
存
知
で
す
か
。
私
た
ち
に

と
っ
て
歯
は
、
健
康
的
な
生
活
を
す
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　

歯
や
歯
肉
が
健
康
で
あ
れ
ば
、
食
物

を
よ
く
噛
む
こ
と
が
で
き
、
胃
腸
に
負

担
を
か
け
ず
全
身
に
栄
養
を
行
き
渡
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
会
話

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
り
、
は
っ
き
り

と
し
た
発
音
も
で
き
ま
す
。
他
に
も
、

食
物
の
触
感
や
味
覚
を
感
じ
た
り
表
情

を
つ
く
る
な
ど
、
様
々
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
現
在
、
歯
周
疾
患
検
診
に
加

え
、
妊
娠
期
に
お
け
る
歯
科
健
診
や
幼

児
期
に
お
け
る
歯
科
健
診
、
高
齢
期
に

お
け
る
歯
科
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
の
み
な
さ
ん
で
、
お

口
の
ケ
ア
か
ら
健
康
づ
く
り

を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
妊
娠
期

　

妊
娠
中
は
口
内
環
境
が
変
化
し
、
歯

や
歯
肉
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
い

時
期
で
す
。
母
親
に
む
し
歯
が
あ
る
子

ど
も
は
、
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
で
も
治
療
は

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
気
を
つ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
注
意
が
必
要
な
ト
ラ
ブ
ル

　

歯
周
病
に
な
り
や
す
い
（
妊
娠
性
歯

肉
炎
）、
口
臭
が
発
生
し
や
す
く
な
る
、

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
、
口
内
炎
に
な

り
や
す
い

■
幼
児
期

　

町
で
は
、
各
幼
児
健
診
に
お
い
て
歯

科
健
診
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
歯
磨
き
習
慣
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
は
、
生
ま
れ
た
頃
か
ら
お

口
ま
わ
り
を
触
る
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や
歯

ブ
ラ
シ
を
お
口
に
入
れ
始
め
る
な
ど
、

刺
激
に
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ま
た
、
毎
日
の
仕
上
げ
磨
き
を
通
し

て
、
親
子
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
す
。

■
学
童
期

　

生
え
た
て
の
永
久
歯
は
、
ま
だ
歯
質

が
弱
く
表
面
が
ざ
ら

つ
い
て
い
る
た
め
、

む
し
歯
に
な
り
や
す

い
で
す
。

　

仕
上
げ
磨
き
は
、

少
な
く
と
も
小
学
生
の
低
学
年
ま
で
を

目
安
に
、
お
子
さ
ん
が
ひ
と
り
で
上
手

に
磨
け
る
ま
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

20 歳 平成14年4月1日～平成15年3月31日生まれの方

30 歳 平成4年4月1日～平成5年3月31日生まれの方

40 歳 昭和57年4月1日～昭和58年3月31日生まれの方

50 歳 昭和47年4月1日～昭和48年3月31日生まれの方

60 歳 昭和37年4月1日～昭和38年3月31日生まれの方

70 歳 昭和27年4月1日～昭和28年3月31日生まれの方

広報きよら 2022.6
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

令和４年度の外来診療体制について 病院事業管理者　片岡　恵一郎

　令和４年度４月に、医師やスタッフの異動があり、新たな診療体制になりました。
　まず、総合診療科外来に大きな変化があります（外来担当表はホームページをご参照ください）。
　4/1 より的場医師、4/20 より山川医師が、新任常勤医師として赴任し、診療にあたっております。また、
常勤医師だった松田医師が熊大へ異動となりましたが、引き続き、週に１回、非常勤医師として金曜日の
外来と当直にあたってくれる事になりました。次に、本年度常勤医師として残っていた水橋医師が、5/20
をもって産休に入ります。そのフォローとして、県より中本医師を派遣していただく事になり、月曜日の外
来と当直業務を受け持って頂ける事になりました。尚、水橋医師は、産休明けには再度当院で診療にあた
る予定です。
　次に、循環器外来は、これまで通り月曜日は熊大からの非常勤医師、水曜日午前中は片岡が診療に入
りますが、水曜日の午後は、新たにおおむらクリニックの大村先生が診療に入って
頂ける事になりました。内科的診療科を担当する医師が、昨年度よりも若干増えて
おりますので、外来待ち時間が少しでも緩和される事を期待しております。
　その他、総合診療科の非常勤医師外来、外科、小児科、整形外科、眼科、耳鼻科、
物忘れ、泌尿器科、産婦人科の外来は従来どおりとなります。
　また、昨年度までは事務室内にありました「地域連携室」
の場所を、病院玄関右手（受付近く）に移動しました。医
療や生活の支援や連携に関して、何かお困りごとがありま
したら、場所の新しくなった「地域連携室」にご相談いた
だけますと幸いです。

職　員　紹　介
　4/1 から小国公立病院に赴任致しました、総合診療科の的場祐二と申します。も
ともと専攻は精神科なのですが、地域医療に従事するにあたり、総合診療科医とし
て勤務させて頂く運びとなりました。
母方の祖父が小国町出身なので、小国郷に対しては以前から勝手に親近感を抱い
ておりました。そんな小国郷の医療に携われることを嬉しく思っています。

これまで精神科で培った知識や経験も生かし、身体面のみならず心理社会的な側面からも地域の健
康維持にお役に立てるよう努めます。まだまだ未熟者ではありますが、何卒よろしくお願い致します。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　4/20 より小国公立病院に赴任いたしました山川孝です。
　今まで熊本市の西村内科脳神経外科病院で 20 年間、脳卒中を中心に高血圧・
糖尿病・皮質異常などの生活習慣病の治療の他に、心不全・肺炎・慢性腎臓病・
急性腹症・癌の画像診断など、多種多様な患者様を診察させて頂きました。
　小国公立病院に赴任早々、毎週数名の脳卒中の患者様が救急搬送されて来られ

ます。脳卒中は発祥後の急性期治療も重要ですが、もっとも大事なことは脳卒中の発症を予防するこ
とだと考えています。交通事故や家事と同じく、脳卒中もトラブルが起こった後に早期の急性期治療
を行っても、何かしらの後遺障害が残ってしまいます。また脳卒中を発症された事がある患者様でも、
その後の高血圧・糖尿病・脂質異常などを厳重に治療することにより、10 年以上、脳卒中の再発
がない方もたくさんいらっしゃいます。
　今までの臨床経験を生かして、脳卒中の予防のために、定期健診と生活習慣病の治療に重点を置
いた診療をするで、小国郷の皆様の健康維持のお役に立ちたいと思います。よろしくお願いします。

外来待合所

地域連携室 外来担当表QRコード
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所
得
・
課
税
証
明
書
の
取
得

　

６
月
か
ら
令
和
４
年
度（
令
和
３
年
分
）

の
所
得
証
明
書
、
課
税
（
記
載
事
項
）
証

明
書
の
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

（
注
１
）
こ
れ
ま
で
は
代
理
人
に
よ
る
申

請
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
し
た
が
、

令
和
元
年
６
月
よ
り
同
一
世
帯
の
親
族
の

代
理
申
請
の
場
合
に
限
り
、
委
任
状
は
不

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
２
）
注
１
以
外
の
場
合
は
従
来
通
り

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
関
係
の
証
明
書
発
行

　

亡
く
な
っ
た
方
の
固
定
資
産
関
係
証
明

書
を
取
得
す
る
場
合
は
、
そ
の
方
が
亡
く

な
っ
た
事
実
と
相
続
関
係
が
確
認
出
来
る

書
類
（
除
籍
謄
本
、戸
籍
謄
本
等
の
写
し
）

が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
・
喪
失
の

届
け
出
は
14
日
以
内
に

　

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
や
喪
失

は
、
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

に
役
場
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
資
格
を
取
得
し
た
場

合
、
一
括
し
て
国
民
健
康
保
険
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
資
格
の
取
得
や
喪
失
が
あ
る

場
合
は
、
早
急
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
会
社
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、

国
民
健
康
保
険
は
自
動
的
に
は
喪
失
し
た

こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
役
場
町
民
課
で

資
格
喪
失
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
職
員
採
用
試
験

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で

は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
（
高
卒
程
度
）

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

①
令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
、
及
び
令
和
５
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
者

　

申
込
受
付
は
６
月
20
日（
月
）か
ら
開
始

し
ま
す
の
で
、
受
験
資
格
等
及
び
受
験
申

込
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
頂
く
か
、
次
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
９
６（
３
５
４
）６
１
７
１

（
内
線　

６
０
４
６
）

令
和
４
年
度
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除

等
の
受
付

　

国
民
年
金
に
は
経
済
的
な
理
由
で
保
険

料
（
１
６
，
５
９
０
円
）
の
納
付
が
困
難

な
場
合
に
、
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
一
部

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
令
和

４
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
令
和
４

年
７
月
分
か
ら
令
和
５
年
６
月
分
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
ま
す
。

全
額
免
除　

保
険
料
の
全
額
が
免
除

３
／
４
免
除
保
険
料
の
１
／
４
を
納
付

（
４
，
１
５
０
円
）

半
額
免
除　

保
険
料
の
１
／
２
を
納
付

（
８
，
３
０
０
円
）

１
／
４
免
除
保
険
料
の
３
／
４
を
納
付

（
１
２
，
４
４
０
円
）

　

免
除
申
請
さ
れ
る
と
申
請
者
本
人
、
世

帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
、
失
業
な

ど
の
状
況
に
つ
い
て
保
険
料
免
除
（
一
部

免
除
）
の
審
査
、承
認
を
お
こ
な
い
ま
す
。

（
所
得
に
よ
っ
て
は
免
除
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。）　

　

一
部
免
除
と
な
っ
た
場
合
は
、
残
り
の

納
付
部
分
を
納
め
な
い
と
未
納
の
扱
い
に

な
り
ま
す
。

《
持
参
し
て
い
た
だ
く
書
類
》

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の

・
退
職
、
失
業
に
よ
る
申
請
は
、
雇
用
保

険
の
「
受
給
資
格
者
証
」「
被
保
険
者

離
職
票
」
な
ど
の
写
し

出
張
年
金
相
談
（
予
約
制
）
開
催

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

■
開
催
日　

７
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　

８
月
５
日（
金
）

　
　
　
　
　

９
月
２
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー

　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
予
約
が
出
来

な
か
っ
た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村
会
場
で

の
相
談
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
※
開
催
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
近
隣
市
町
村
会
場

・
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

・
阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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６
月
に
な
り
大
雨
に
注
意
す
る
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
土
砂
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
が
大
変
重
要
で
す
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に

１
．
熊
本
県
総
合
型
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

の
活
用

　

熊
本
県
総
合
型
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
雨
量
の
情
報
や

土
砂
災
害
危
険
度
情
報
、河
川
情
報
な
ど
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
災
害
時
に
、
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
豪
雨
に
な
る
前
に
！

　

災
害
時
に
は
、
気
象
状
況
や
道
路
の
状

況
の
悪
化
に
よ
り
、
予
想
以
上
に
避
難
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。特
に
、

ご
高
齢
の
方
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る

方
は
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

又
、
家
族
等
で
災
害
時
の
対
応
や
避
難
場

所
な
ど
話
し
、万
が
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

外
国
人
の
不
法
就
労
、

不
法
滞
在
防
止
に
ご
協
力
を
！

～
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
の

た
め
の
活
動
強
化
月
間
～

　

外
国
人
入
国
者
が
大
き
く
減
少
し
て
い

る
状
況
で
あ
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
多
数

の
不
法
滞
在
者
が
存
在
し
、
そ
の
多
く
が

不
法
就
労
を
行
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
ま

す
。

　

近
年
に
お
い
て
は
、
偽
造
し
た
在
留

カ
ー
ド
な
ど
を
行
使
し
て
不
法
滞
在
し
な

が
ら
就
労
す
る
事
案
、
技
能
実
習
生
が
失

踪
し
て
就
労
す
る
事
案
な
ど
、
手
口
が
悪

質
巧
妙
化
し

て
お
り
、
不

法
就
労
・
不

法
滞
在
を
め

ぐ
る
状
況
は

依
然
と
し
て

深
刻
な
状
況

に
あ
る
と
言

え
ま
す
。

　

不
法
就
労
と

な
る
の
は
次
の

３
つ
の
場
合
で

す
。

①
不
法
滞
在
者

や
被
退
去
強
制
者
が
働
く
場
合

②
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
働
く
許
可
を

受
け
て
い
な
い
の
に
働
く
場
合

③
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
認
め
ら
れ
た

範
囲
を
超
え
て
働
く
ケ
ー
ス

◆
事
業
者
が
不
法
就
労
さ
せ
る
等
し
た
場

合不
法
就
労
助
長
罪

＝

・
３
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
３
０
０ 

万
円
以
下
の
罰
金
、
又
は
併
科

※
雇
用
し
た
外
国
人
が
不
法
就
労
者
で
あ

る
と
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
雇
用

し
よ
う
と
す
る
際
に
在
留
カ
ー
ド
を
確

認
し
て
い
な
い
等
の
過
失
が
あ
る
場
合
、

処
罰
を
免
れ
ま
せ
ん
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

13
広報きよら 2022.6



 
 

 

南小国町では、地域の事業主（依頼主）の人材不足の解消と、働き手（登録メンバー）の

多様な働き方の実現を目的として、町が委託する専門スタッフ（（株）ＳＭＯ南小国）が事業

主と働き手に丁寧なヒアリングを行い、両者の事情と希望をもとに、相互の深い納得感が得

られるようなマッチングに取り組む、 

業務委託型短時間ワークシェアリング「しごとコンビニ®」 

の導入を予定しています！ 

岡山県奈義町や北海道東川町など４つの自治体ですでに導入されていますが、九州地方で

は南小国町が初めての導入事例となります。 

 

 

「しごとコンビニ®」の本格導入に向けて、町内の事業主で人材不足や専門人材探しにお困

りの方向けの説明会を６月下旬頃に実施します！ 

説明会では、「しごとコンビニ®」制度など関連事業の説明のほか、専門スタッフへ個別に

相談いただく機会も設ける予定です。詳細は６月上旬頃に町のホームページ等でお知らせし

ます。この機会を是非ご活用ください！ 

問い合わせ先 

まちづくり課 ☎（４２）１１７１ 

受託 （株）ＳＭＯ南小国 未来づくり事業部 ☎０８０（８５７３）６４７４ 

オープン説明会「おしごとフェア(仮)」６月下旬頃開催！ 

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会 

in 

阿
蘇

　

こ
れ
か
ら
の
将
来
が
不
安
、

人
間
関
係
で
悩
ん
で
い
る
、
学

校
に
行
け
な
い
・
行
き
た
く
な

い
、学
校
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
、

働
く
気
が
お
き
な
い
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
当
日
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
、
氏

名
・
連
絡
先
を
お
伺
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
参
加
希
望
の
方
は

一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

７
月
６
日（
水
）

■
時
間　

10
時
半
～
15
時
半　

（
※
15
時
ま
で
に
ご
来
所
く
だ

さ
い
。）

■
会
場　

阿
蘇
市
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー 

農
業
情
報
室

■
料
金　

無
料

■
対
象　

主
に
15
歳
～
39
歳
ま

で
の
方
と
そ
の
ご
家
族
、友
人
、

知
人
、
支
援
者　

等
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■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

（
平
日
８
時
半
～
21
時
）

「
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通

支
援
者
養
成
講
習
会
」
の
受

講
者
募
集

　

熊
本
県
が
実
施
す
る
こ
の
講

習
会
は
、
失
語
症
者
が
地
域
の

一
員
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
失

語
症
の
症
状
や
対
応
方
法
を
理

解
し
、
会
話
の
支
援
や
日
常
生

活
上
の
外
出
場
面
に
て
意
思
疎

通
の
支
援
を
行
え
る
支
援
者
を

養
成
す
る
も
の
で
す
。
受
講
者

募
集
は
６
月
開
始
。

詳
し
く
は
、

熊
本
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

検
索

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県 

障
が
い
者
支
援

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

FAX
０
９
６（
３
８
３
）１
７
３
９

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
団
地

①
矢
津
田
団
地
３
号

（
１
階　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

②
矢
津
田
団
地
５
号

（
１
階　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

③
中
原
団
地
２
号
（
木
造
２
階

建
て　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

■
申
込
資
格

・
本
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場

所
が
あ
る

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

・
所
得
基
準
（
月
額
１
５
８
，

０
０
０
円
以
下
）
を
満
た
し
て

い
る　
　

な
ど

（
所
得
基
準
は
世
帯
全
員
の
所

得
を
合
計
し
て
算
出
）

（
世
帯
構
成
に
よ
っ
て
は
基
準
が

緩
和
さ
れ
る
場
合
が
り
ま
す
）

■
家
賃

月
額
１
９
，
５
０
０
円
～
（
駐

車
場
代
込
み
）

■
申
込
期
間

令
和
４
年
６
月
10
日（
金
）

～
６
月
22
日（
水
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課 

水
道
住
宅
係　

☎（
４
２
）１
１
１
４

南
小
国
町
水
不
足
等
解
消
事

業
補
助
金
の
ご
案
内

■
事
業
内
容

　

雨
不
足
等
に
よ
り
既
設
農
業

用
水
路
等
か
ら
農
業
用
水
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
応
急
措
置
に

よ
り
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た

め
に
要
し
た
経
費
に
対
し
、
予

算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
者

南
小
国
町
内
に
お
い
て
耕
作
を

行
う
個
人
、
法
人
及
び
水
利
組

合
等
の
団
体

■
対
象

・
電
気
代
又
は
燃
料
代

・
資
機
材
等
の
購
入
費
又
は

リ
ー
ス
費
等

■
補
助
金
の
額

交
付
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
の
額

■
問
い
合
わ
せ

農
林
課 
農
政
係

☎（
４
２
）１
１
４
４

狂
犬
病
予
防
注
射
の
集
団
接

種
を
行
い
ま
す

　

生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
飼

い
犬
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ

り
、
生
涯
1
回
の
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
と
お
り
集
団
接
種
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の

良
い
会
場
に
て
注
射
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

町
に
登
録
が
あ
り
、
今
年
度

の
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬
の

飼
い
主
に
は
、
個
別
に
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
申

請
書
、
問
診
票
及
び
注
射
料
金

を
会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
の
健
康
に
不
安
が

あ
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
に
て
獣
医
師
に
ご
相

談
い
た
だ
く
か
、
注
射
当
日
に

会
場
の
獣
医
師
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
役
場

へ
の
届
出
が
必
要
で
す

・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
。

・
犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
が
変

わ
っ
た
。（
変
更
後
の
住
所
が

南
小
国
町
の
場
合
）

・
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で

狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
。

（
動
物
病
院
の
発
行
す
る
接
種

済
証
を
ご
持
参
下
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

■
期
日
お
よ
び
会
場

■
料
金

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

日　　時 場　　所

6月21日（火）
13：30～14：00 満願寺公営駐車場
14：20～14：50 黒川温泉新駐車場
15：10～15：40 波居原公民館駐車場

6月22日（水）
13：30～14：00 上中原公民館駐車場
14：20～14：50 平瀬公民館駐車場
15：10～16：00 南小国町役場駐車場

※中原地区での実施場所を昨年と変更しております。

未登録の犬 登録済の犬
登録手数料 3,000 円 ―　　
注射料金 2,800 円 2,800 円
注射済票交付
手数料 500 円 500 円

合　　計 6,300 円 3,300 円
※お釣りのいらないようご協力をお願いします。
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地
域
版
依
存
症
相
談
会

　

６
月
か
ら
偶
数
月
に
ア
ル

コ
ー
ル
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、

ゲ
ー
ム
、ク
レ
プ
ト
マ
ニ
ア（
窃

盗
症
）、
摂
食
障
害
な
ど
の
依

存
症
に
つ
い
て
の
相
談
会
が
保

健
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
事

前
予
約
制
で
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
依
存
症
専
門
相
談
員
の
同

行
も
調
整
さ
れ
ま
す
。ご
本
人
、

ご
家
族
、
支
援
者
の
方
々
の
ご

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
４
月
ま
で

毎
月
内
閣
官
房
や
依
存
症
対
策

全
国
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

か
ら
の
克
服
経
験
が
公
表
さ
れ

ま
す
。
お
悩
み
の
方
は
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
開
催
場
所
・
日
程

八
代
保
健
所

（
八
代
市
西
片
町
１
６
６
０
）

令
和
４
年
６
月
23
日（
木
）

有
明
保
健
所

（
玉
名
市
岩
崎
１
０
０
４
番
地
1
）

令
和
４
年
８
月
25
日（
木
）

人
吉
保
健
所

（
人
吉
市
西
間
下
町
86
番
地
1

　
　
　

球
磨
地
域
振
興
局
２
階
）

令
和
４
年
10
月
27
日（
木
）

八
代
保
健
所

（
八
代
市
西
片
町
１
６
６
０
）

令
和
４
年
12
月
22
日（
木
）

天
草
保
健
所

（
天
草
市
今
釜
新
町
３
５
３
０
）

令
和
５
年
２
月
16
日（
木
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
６
６

（
平
日
９
時
か
ら
16
時
）

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、
次

の
医
療
機
関
を
受
診
で
き
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

佐
藤　

信
男
様

宮　

原

（
故
）
ヤ
チ
コ

様

（
5
月
10
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

立
𦚰　

良
基　
様　

白
川（
10
回
目
）

中
村　

由
紀　
様　

白
川（
４
回
目
）

井　
　

洋
一　
様　

星
和

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

よ
～
し
！

よ
～
し
！

ぜ
ん
ぶ

ぜ
ん
ぶ

気
分
が
落
ち
て

し
ま
う
ん
ラ
ヨ…

気
分
が
落
ち
て

し
ま
う
ん
ラ
ヨ…

雨
の
日
が

　
続
く
と…

雨
の
日
が

　
続
く
と…

今
年
も
梅
雨
に

入
っ
た
ん
ラ
ヨ…

今
年
も
梅
雨
に

入
っ
た
ん
ラ
ヨ…

部
屋
の
壁
を

青
空
の
絵
に

す
る
ん
ラ
ヨ

！

部
屋
の
壁
を

青
空
の
絵
に

す
る
ん
ラ
ヨ

！

気
分
を
変
え

る
た
め
に

気
分
を
変
え

る
た
め
に

き
ぶ
ん

き
ぶ
ん

あ
め
あ
めつ

づ
つ
づ

ひひ

おお

こ
と
し

こ
と
し

は
い
は
い

つ

　ゆ

つ

　ゆ

ぜ
ん
ぜ
ん

乾
か
な
い…

ぜ
ん
ぜ
ん

乾
か
な
い…

部
屋
は
明
る
く

な
っ
た
け
ど
湿
気
が

強
く
な
っ
た
ん
ラ
ヨ…

部
屋
は
明
る
く

な
っ
た
け
ど
湿
気
が

強
く
な
っ
た
ん
ラ
ヨ…

か
わ
か
わ

へ

　や

へ

　や

へ

　や

へ

　や

か
べ
か
べ

あ
か
あ
か

し
っ
け

し
っ
け

つ
よ
つ
よ

あ
お
ぞ
ら

え

き
ぶ
ん

か

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

 6/ 12(日)～ 7/10(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科、外科、整形外科

 6/12(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科、小児科

 6/19(日) 脇胃腸科 ☎32-2500 消化器科、胃腸科

 6/26(日) さかなしハートクリニック ☎24-6262 内科、循環器科

 7/ 3(日) たくもと小児科クリニック ☎34-2202 小児科

 7/10(日) 栗林内科医院 ☎24-1024 内科、循環器内科、消化器内科（胃腸内科）
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

４
／
23
生　

河か
わ
づ津　

琴こ
と
な奈

ち
ゃ
ん

　
（
父
）充
輝･

（
母
）遥　
　

荒　

倉

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

４
／
23　

麻
生　
定　
（
94
）鬼　

渕

４
／
25　

後
藤　
友
近（
83
）杉
田
上

５
／
８　

齊
藤
美
惠
子（
100
）荒　

倉

（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

6/
11土

12 日

13 月

14 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

15 水

16 木 消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場
3歳児健診　13：15～　おぐに町民センター

17 金 さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

18 土

19 日 マイナンバーカード申請・受取休日窓口開設
9：00～12：00　※要予約

20 月

21 火
消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場
出張就職相談　13：00～16：00　役場会議室

※前日までに要予約　　　　　　　　　　　
ジョブカフェ・阿蘇ブランチ ☎(22)8178

22 水

23 木 消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場

24 金

25 土 無料法律相談　10：00～12：00
※要予約　南小国町社会福祉協議会 ☎(42）1501

26 日

27 月

28 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場
1歳児健診　13：15～　役場別館2階

29 水

30 木 消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場

7/
1金

出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
　※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

2 土

3 日

4 月

5 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

6 水 乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

7 木 消費生活相談日　10：00～16：00　南小国町役場

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火 消費生活相談日　10：00～16：00　小国町役場

町民カレンダー ６月・７月令和４年

町の人口
（４月末現在）

世帯数　1,765世
帯

（＋10）〈－11〉
　男　　1,818人

（＋２）〈－34〉
　女　　1,988人

（＋１）〈－55〉
　計　　3,806人

（＋３）〈－89〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

17
広報きよら 2022.6



編 集 ５月 21 日は南小国中学校で体育大会が開催されました。
応援団を中心に赤団・白団ともに一致団結し、披露された応援合戦は圧巻の演技でした。
全ての種目に全力で取り組む生徒たちの一生懸命な姿に感動しました。（岩本）後 記

BIRTHDAY
  H

A
PPY

4,5月

１
歳
に
な
っ
た

  

赤
ち
ゃ
ん
を

    

紹
介
し
ま
す
。

3.4.29生

北
きたざと

里　玲
れお

鳳くん

（父）隼一さん

（母）未来さん
黒川

れお君１歳のお誕生日おめ
でとう！みんなに可愛がって
もらえて幸せだね。毎日可
愛くてたまりません♡大好き

3.5.23生

〓
いまふく

福　千
ちかげ

景くん

（父）達也さん

（母）怜子さん
杉田下

周りの人を明るく照らす太陽の
ような笑顔のちーたん。これ
からもたくさんの人と、たくさん
の景色を見られますように♪

3.5.28生

大
おおつか

塚　吏
りき

生くん

（父）潤一郎さん

（母）彩夏さん
波居原下

たくさん食べて、お姉ちゃ
んと仲良く遊んで、大きく
なって下さい。

南小国中学校体育大会 5月21日（土）
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